
  

 

 

 

5 『地域貢献を目

』と話

 

『海水浴客やお

』
 

 
 

代表　川村　太志さん 
た い  し 

はっぽう
秋田県八峰町

議会だより

（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

ポンポン山音楽祭実行委員会ポンポコ山音楽祭実行委員会
（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

編

集

後

記

　
今
、
我
々
人
類
は
、
思
い
が
け
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

に
直
面
し
て
い
る
。
自
粛
生
活
を
送

っ
て
い
る
方
、
仕
事
や
生
活
の
た
め

外
出
さ
れ
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思

い
ま
す
。
日
々
、
得
体
の
し
れ
な
い

敵
の
存
在
を
脅
威
に
感
じ
、
自
身
や

町
民
の
無
事
を
祈
り
、
国
も
町
も
出

来
得
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
出
来
事
は
、

改
め
て
〝
生
き
る
こ
と
〞〝
生
き
抜
く

こ
と
〞
の
難
し
さ
、
尊
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
を
う
け
て
、

「
人
生
100
年
時
代
」
に
あ
っ
て
も
、

自
身
や
人
類
が
健
康
で
あ
る
こ
と
、

年
齢
に
関
わ
ら
ず
、〝
今
、
こ
の
瞬

間
を
生
き
て
い
る
奇
跡
〞
は
、
か
け

が
え
の
な
い
こ
と
な
の
だ
。

　
感
染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

大
切
な
こ
と
は
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
笑
う
こ
と
は
免
疫

力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
よ
。

（
記
　
山
本
優
人
）

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
皆
　
川
　
鉄
　
也

　
副
委
員
長
　
笠
　
原
　
吉
　
範

　
委
　
　
員
　
山
　
本
　
優
　
人

　
　
　
　
　
　
奈
　
良
　
聡
　
子

　
　
腰
　
山
　
良
　
悦
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最盛期！キャベツの収穫
（６月中旬撮影）
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（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

ポンポコ山音楽祭実行委員会
実行委員長 伊勢　隼人さん 

　「ポンポコ山音楽祭」は、町村合併前の2001
年（Ｈ13）にその前身の「峰浜村ポンポコ山夏
祭り」をリニューアルして開催されました。プ
ロデューサーに、元オフコースのドラマーで小
坂町出身の大間ジロー氏を迎え、全国からバン
ドを募集し、審査に合格したバンドが出演する
というもので、当時としては珍しいイベントで
した。
　北海道から沖縄まで全国から応募があり、イ
ベント終了時には花火が打ち上げられ、賑やか
に開催されていました。
　2006年（Ｈ18）町村合併に伴い補助金が打
ち切りとなりましたが、広告協賛金を募り、規
模を縮小して峰栄館で開催しました。しかしそ
れまでのような集客ができず、資金難もあり
2008年（Ｈ20）を最後に実行委員会は解散と
なりました。
　その後、2012年（Ｈ24）町内で大間ジロー
氏のコンサートが開催され、その時に町内の若
者グループから、ポンポコ山音楽祭の復活を望

む声が上がり、再び実行委員会が結成されまし
た。
　町の協力を得て、広告協賛金を募り、翌
2013年（Ｈ25）に再スタートを切りました。
しかし休止している間に、県内各地で類似する
大規模な野外音楽フェスが立ち上がっており、
以前のような集客に至っていない現状です。
　そこで、幅広い年齢層に楽しんでいただける
イベントにするため、内容を見直して以前のよ
うな賑わいを取り戻したいと、今年の開催に向
けて協議を重ねて来ました。
　しかし、新型コロナウイルス感染拡大とい
う、誰もが想像することができなかった事態と
なり、今年の開催を断念したところです。
　伊勢隼人実行委員長は「来年以降開催できる
状況になれば、今年できなかった分、町民の皆
様に楽しんでいただけるイベントにしたい。」
と話していました。

（取材　笠原）

ポンポコ山音楽祭

表紙の写真
　まだ日が昇らない
朝４時から始まる、
キャベツ「北ひか
り」の収穫風景です。
　鮮緑色で葉が柔ら
かい春キャベツ「北
ひかり」、今年の収
穫はもう終わりまし
たが、機会がありま
したら是非ご賞味く
ださい。



トスダ
定例会定例会
イジェ

２３ 第57号（令和２年７月22日発行）八峰町議会だより第57号（令和２年７月22日発行）八峰町議会だより

ハタハタ館存続に全力支援
観光振興基金から
１，５００万円貸し付けを
“全会一致”で可決

ハタハタ館存続に全力支援
観光振興基金から
１，５００万円貸し付けを
“全会一致”で可決

（令和２年度一般会計補正予算）

　

６
月
定
例
会
は
６
月
９

日（
火
）か
ら
12
日（
金
）の

４
日
間
の
日
程
で
開
催

し
、
条
例
改
正
や
補
正
予

算
等
の
議
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
請
願
１

件
、
陳
情
３
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人

が
登
壇
し
、
町
政
を
質
し

ま
し
た
。

﹇
補
正
の
内
容
﹈

　
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光
事
業
（
株
）
へ
無
利
子
・
無
保

証
・
無
担
保
の
貸
付
金
と
し
て
１
５
０
０
万
円
。

　
返
済
は
、
元
金
５
年
据
え
置
き
で
、
そ
の
後
５
年
返

済
の
10
年
間
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　

１
５
０
０
万
円
の
貸
し
付
け
。
本
当
に
大
丈
夫
な

の
か
。
確
実
に
再
建
で
き
る
の
か
。
ハ
タ
ハ
タ
館
な
く

し
て
八
峰
町
で
な
い
よ
う
な
感
じ
で
見
て
い
る
の
で
コ

ロ
ナ
よ
り
も
恐
ろ
し
い
最
大
の
危
機
だ
。
再
建
の
方
策

に
つ
い
て
説
明
を
。

答　
現
在
、
県
の
支
援
策
（
宿
泊
券
と
飲
食
券
の
助
成

等
）
が
県
民
限
定
に
な
っ
て
い
る
。
私
と
し
て
は
県
外

の
人
も
含
め
て
支
援
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
。
ま
ず
、
経
営
改
善
計
画
を
き
ち

っ
と
実
行
す
る
こ
と
が
条
件
。

再
質
問　
（
役
場
）
職
員
挙
げ
て
誘
客
活
動
に
積
極
的

に
な
っ
て
も
ら
う
と
か
何
ら
か
の
手
段
を
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
ハ
タ
ハ
タ
館
の
職
員
だ
け
で
は
や
り
き
れ
な

い
と
思
う
。

答　

６
月
２
日
課
長
会
議
を
開
催
し
た
際
お
願
い
を
し

て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
こ
そ
の
ハ
タ
ハ
タ

館
で
あ
り
、
併
せ
て
町
長
と
し
て
ハ
タ
ハ
タ
館
の
方

に
、
心
か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
よ
く

お
客
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
注
文
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

問　
こ
れ
は
貸
付
金
だ
か
ら
返
済
し
て
も
ら
わ
な
い
と

困
る
。
ど
の
よ
う
な
形
で
返
済
を
す
る
予
定
か
。

答　
元
金
５
年
据
え
置
き
で
、
そ
の
後
５
年
で
返
し
て

も
ら
う
契
約
書
を
結
ぶ
。

再
質
問　
５
０
０
０
万
円
く
ら
い
貸
し
て
ハ
タ
ハ
タ
館

に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。
建
物
を
新
し
く
し

た
り
、
直
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
給
料
も
ち
ゃ

ん
と
出
す
か
ら
前
向
き
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
も
ら

う
。
人
件
費
削
減
で
は
到
底
立
ち
行
か
な
い
。

答　
基
本
的
に
は
給
料
は
高
く
な
い
け
れ
ど
も
社
会
保

険
と
か
み
ん
な
が
入
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
い
ず
れ
数
字
を
出
さ
な
い
と
こ
れ
か
ら
の
部

分
は
大
変
で
あ
る
。

問　
貸
し
付
け
る
に
は
返
済
計
画
を
立
て
る
の
は
常
識

だ
し
、
何
の
た
め
に
貸
し
付
け
て
ど
う
い
う
ふ
う
な
返

済
計
画
で
い
く
の
か
、
そ
の
部
分
を
一
筆
必
ず
約
束
を

取
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
そ
の
内
容
を
（
議
員
た

ち
に
）
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
当
然
契
約
書
を
交
わ
す
。
据
え
置
き
５
年
で
５
年

間
で
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、
返
さ
な
け
れ
ば

違
約
金
が
発
生
す
る
と
い
う
通
常
の
契
約
書
を
交
わ
す

予
定
で
あ
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
契
約
書
を
お
示
し

し
た
い
。

問　
商
売
と
い
う
も
の
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
非
常

に
大
事
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら
一
人
ず
つ
順
番
に
10

日
く
ら
い
県
外
で
接
遇
の
勉
強
を
さ
せ
て
み
て
は
ど
う

か
。
そ
れ
が
不
可
能
だ
っ
た
ら
講
師
を
呼
ん
で
き
て
勉

強
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
ど
う
か
。

答　
会
社
の
方
に
実
行
に
移
す
よ
う
に
話
し
て
お
く
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

６月

た
だ

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し
等
の
税

制
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
八
峰
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）
）

﹇
改
正
の
内
容（
一
部
）﹈

　
合
計
所
得
５
０
０
万
円
以
下
で
扶
養
す
る
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、
ま
た
、
未
婚
の
一

人
親
（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
）
の
場
合
で
も
住
民
税
で
30

万
円
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　
一
人
親
に
対
す
る
控
除
が
町
民
税
に
か
か
わ
る
も

の
も
あ
る
。
そ
れ
が
19
万
円
減
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国

の
方
で
決
め
て
い
な
が
ら
地
方
自
治
体
に
税
収
減
の
負

担
を
か
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
今
回
の
税
制
改
正
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
様
々
な
分

野
で
い
ろ
い
ろ
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
町
の
税
収
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
分
析

し
て
い
な
い
。

こ
の
専
決
処
分
に
反
対
し
ま
す

見
上　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
企
業
が
地
方
自
治

体
に
寄
附
す
る
と
税
額
控
除
が
６
割
に
な
る
と
い
う
制

度
で
あ
る
。
企
業
が
地
方
自
治
体
に
寄
附
す
る
と
控
除

額
が
増
え
る
こ
と
で
、
企
業
と
地
方
自
治
体
の
癒
着
が

で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
森
林
贈
与
税
の
見
直
し
は
、
低
額
所
得
者
か

ら
も
消
費
税
と
同
じ
よ
う
に
取
ら
れ
る
が
、
環
境
破
壊

し
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
企
業
側
に
負
担
を
求
め

ず
、
ほ
と
ん
ど
国
民
に
求
め
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
企
業
優
先
、
国
民
に
は
負
担
が
重
く
な
る

税
制
に
対
し
て
反
対
を
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

請
願
・
陳
情

採
択
さ
れ
た
陳
情

●
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
２

分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
１
年
度
政
府

予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
た
め
の
陳
情

（
提
出
者　
秋
田
県
教
職
員
組
合　
執
行
委
員
長　
櫻

田
憂
子
・
秋
田
県
教
職
員
組
合
能
代
山
本
支
部　
支
部

長　
丹
藤
毅
彦
）

（
全
会
一
致
で
採
択
）

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

（
提
出
者　
連
合
秋
田
能
代
地
域
協
議
会　
議
長　
石

岡
貢
）

（
全
会
一
致
で
採
択
）

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
創
生
規
制
改
革
担
当
・
経
済
財
政
政
策
担
当
）
に
意

見
書
を
提
出

継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
・
陳
情

●
秋
田
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請

願
書

（
提
出
者　
食
と
緑
、
水
を
守
る
秋
田
県
労
働
市
民
会

議　
議
長　
石
田
寛　
紹
介
議
員　
皆
川
鉄
也
・
芹
田

正
嗣
）

●
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者　
秋
田
県
平
和
委
員
会　
代
表
理
事　
川
野

辺
英
昭
）

賛否が分かれた議案・陳情の採択結果 ○：賛成　●：反対

賛否が分かれた議案・陳情を掲載しています。その他の議案はすべて全会一致で可決・承認されました。

議員氏名

議　案

議
決
結
果

門
脇
直
樹

皆
川
鉄
也

芦
崎
達
美

笠
原
吉
範

菊
地
　
薫

見
上
政
子

芹
田
正
嗣

須
藤
正
人

腰
山
良
悦

奈
良
聡
子

山
本
優
人

水
木
壽
保

専決処分の報告について（八峰町税
条例等の一部を改正する条例制定に
ついて）

 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 承認

議
長
は
採
決
に
は

加
わ
り
ま
せ
ん




